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研究成果の概要（和文）：  本共同研究は、東アジア近現代史の研究者を結集し、東洋文庫所蔵「モリソンパンフレッ
ト」（以下、パンフと略称する）の利用環境を整えるとともに、パンフを活用した研究を進めパンフの歴史資料として
の可能性と魅力を広く世界に発信することを目的としている。
　本共同研究のメンバーは、パンフの概要を紹介するカタログ作成を進めるとともに、各人の研究テーマに即してパン
フを調査し、パンフの利用を通じていかなる新たな知見が獲得できるかという実験的な試みを進めてきた。その成果は
各人が個別に発表した諸研究という形で公開され、さらに『モリソンパンフレットの世界』（東洋文庫論叢75、2012年
3月）として公開された。

研究成果の概要（英文）： The objectives of this research project were twofold. The first was to establish 
an environment for more effectively utilizing the George Morrison Pamphlet Collection(hereinafter, GMPC), 
by creating a catalog with a summary of each item in the GMPC. Over the course of the project, we were abl
e to summarize a total of 483 items in the GMPC.
 The second was to promote research that utilizes items in the GMPC. Based on experimental efforts to expl
ore items,we have discovered the value and the potential of the GMPC as an appealing and informative histo
rical resources. As individuals, we have reported on the value of the GMPC in academic papers.In addition 
we have jointly published a book on Modern East Asia,that contains several papers utilizing GMPC. The book
 has garnered worldwide attention.We have thus achieved the above-stated objectives of the research projec
t by creating catalog of items in the GMPC and by publishing a book that demonstrates the value and potent
ial of the GMPC.

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文学

キーワード： モリソンパンフレット　モリソン文庫　東アジア近現代史

史学･東洋史



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
本研究課題は、東洋文庫所蔵「モリソン
文庫」の白眉と称されるモリソンパンフ
レット(以下、パンフレットと略称する)
が、その歴史資料としての貴重性と有用
性にもかかわらず十分に活用されてい
ない現状への危機意識に立脚して企画
された。 
 パンフレットの収集者である G.E.モ
リソンは、まずロンドンタイムズ特派員
として、ついで民国政府大総統顧問とし
て、19 世紀末から 20 世紀初頭の中国に
滞在し、中国をめぐる世界情勢に対する
旺盛な関心にもとづき、パンフレットを
収集している。モリソンが北京に滞在し
ていた時期は、1900 年義和団事変、
1904-05 年日露戦争、1912 年中華民国
の成立、朝鮮半島や南満州における日本
の特権的地位の確立など、東アジア激動
の時期に相当している。しかも、モリソ
ンは激動の渦中において、報道関係者と
してだけでなく、政府関係者としても工
作をおこなっていた。 
 パンフレットは G.E.モリソンが激動
の東アジア情勢を的確に把握するため
に、共時的・多極的な観点から収集した
ものであり、それらにはアジアの諸事件
を瞬時に全世界とつなげてとらえるモ
リソンの鋭い時事的関心が貫いている。 
 G.E.モリソンはまた、宣教師、植民地、
アヘンなど、19 世紀以降の西洋社会と
アジアとの関係性における極めて重要
なテーマにも旺盛な関心を向けており、
多数のパンフレットを収集している。パ
ンフレットは東アジア近現代史研究に
存分に活用されるべき資料的価値を有
している。 

 
２． 研究の目的 

本研究課題は、第一に上述のごとく高い
可能性をもちながら十分に活用されて
こなかったパンフレットの総合的･有機
的な利用環境をととのえること、第二に、
G.E.モリソンの複眼的な視点によって
発見され、収集されたパンフレットを東
アジア近現代史研究に活用することを
通じて、極東の諸問題へのグローバルな
視線と社会の側から照らし出される微
細な諸問題への視線とを結合させた新
しい東アジア近現代史研究を実験的に
遂行し、世界に発信すること、以上の二
点を目的としている。 

 
３． 研究の方法 

本研究課題は、以上に述べた二点の研究
目的をふまえ、二つの方法によって追求
された。第一に、パンフレットを閲覧す
る研究者の利便性に資するために、(1)
約 6000 件にのぼるパンフレットをすべ
てデジタル画像化し、公開にそなえると

ともに、(2)書誌情報に加えて英文による
概要紹介を附した詳細なカタログを作
成すること。第二に、研究代表者、およ
び研究分担者は各人の研究関心･研究テ
ーマに即してパンフレットを収集し、パ
ンフレットを活用した実験的研究をお
こない、その作業を通じて、零細で雑多
なパンフレットを他の資料群と有機的
に関連させつつ研究を進める方法を具
体的に提示すること。以上の二つの方法
によって研究課題を遂行した。 

 
４． 研究成果 

本研究課題の研究成果について、上述の
二つの研究方法それぞれについて記述
する。 

《第一の研究方法による研究成果》 
パンフレットのデジタル画像化につい
ては、本研究の初年度に購入し、東洋文
庫に設置したマイクロフィルムデジタ
ル化機器（Microfilm Scan-Pro 2000）
により、パンフレットのマイクロフィル
ム資料を迅速にスキャンしてデジタル
画像化することが可能となった。この作
業は本研究期間内に 100％完了した。デ
ジタル画像化の完了によって、データベ
ースを本研究課題の研究代表者･分担者
の利用に供することが可能となっただ
けでなく、〈英文概要〉の作成作業を効
率的に進めることにも大いに役立って
いる。 
 〈英文概要〉の作成に関しては、本研
究の研究費にて雇用した大学院生など
により作成作業が進められた。1 件につ
き約30~80頁におよぶパンフレットの記
述を平均 200~300 ワードの〈英文概要〉
に圧縮し、ネイティヴチェックを受ける
作業は時間と労力とを要する。本研究課
題の研究期間内に 483 件の〈英文概要〉
を完成させることができ、そのうち校閲
を経てデータベースとして発信できる
準備がととのったものは 272 件である。
〈英文概要〉の作成は、世界の研究者が
パンフレットを検索し歴史資料として
活用するに際し、極めて有効であろう。 
  

《第二の研究方法による研究成果》 
研究代表者および研究分担者は、3 年間
の研究期間をつうじて、各人の関心およ
び研究テーマに即してパンフレットを
検索･収集し、パンフレットを活用して
どのような研究が可能なのかを具体的
に示す実験的な試みを進めてきた。 
具体的には、新村容子は、モリソンが

大きな関心を抱いていたアヘン貿易反
対運動に焦点をあててモリソンのアヘ
ンに対する問題関心を掘り下げる試み、
斯波義信はモリソンの鋭い感覚がとら
えた 20 世紀初頭の中国像と近世中国の
中国像との経済的な側面からの比較考



察、矢吹晋は朝川貫一と G.E.モリソンと
の関わりを通じてモリソンの中国認識
を検証する課題、貴志俊彦はパンフレッ
トの画像資料を題材として外国人が見
る近代中国像を検証する試み、本野英一
は辛亥革命前後の上海共同租界の司法
行政機構と中国との軋轢の意味を明ら
かにする課題、松重充浩はモリソンが収
集した 20 世紀初頭中国東北地域関係資
料を用いて同地域の政治的・軍事的構造
を解明する課題、城山智子はモリソン関
係文書に含まれる清末民国初期の通貨･
金融に関する文献を調査し、当該時期の
通貨・金融システムの構造と動態を明ら
かにする課題、岡本隆司は清朝と朝鮮・
モンゴル・チベットなどの清朝の「属国」
との外交関係を、パンフレットを利用し
て明らかにする課題、吉澤誠一郎は租界
の土地問題および袁世凱による帝制導
入問題についてパンフレットからアプ
ローチする試み、村上衛は清代末期の華
南沿海における社会･経済制度を明らか
にする課題。 
各人、以上の課題についてパンフレッ

トを活用して研究を進めてきた。それら
の研究成果は、ほぼ年二回のペースで開
催された研究会の場で発表され、東アジ
ア近現代史研究者間において共有され
ただけでなく、後に記すように、各人が
個別に発表した雑誌論文、著書、学会報
告などを通じて公開された。3 年間の研
究期間に、研究代表者および研究分担者
は東アジア近現代史研究を牽引する勝
れた研究を多数発表してきた。それらの
研究に使われたパンフレットは、東アジ
ア近現代史研究においてパンフレット
が豊かな可能性を持つことを具体的に
提示している。 
本研究課題の研究期間の初年度には

論文集『モリソンパンフレットの世界』
（東洋文庫論叢 75、2012 年）を刊行し
た。この論文集には、新村容子「「王立
アヘン委員会」とモリソンパンフレッ
ト」、岡本隆司「もうひとつの『清韓論』
――ある新聞論説に関する一考察」、矢
吹晋「朝川貫一と G.E.モリソン――『日
露衝突』から『日本の禍機』まで」、村
上衛「零仃洋と広州のあいだ――1830
年代カントンアヘン貿易の利権」、城山
智子「近代中国幣制改革論の系譜――ジ
ェレミア・W･ジェンクス（1856-1929）」、
本野英一「在華外国人側より見た「大閙
会審公廨案（1905）」に関する一考察」、
以上の 6 本の論文が収録されており、パ
ンフレットを活用した本格的研究とし
て国内外の研究者の注目を浴びた。 
以上に述べたように、本研究課題は 3

年間の研究期間中に大きな研究成果を
あげることができたと言えるであろう。 
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